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０１.楢葉町の選定理由

ここで魅せる楢葉の魅力
～自然で安らぎと癒しのひとときを～

・町に人が戻ってこない
・若者需要が少ない
・魅力資源を最大限生かし切れていない

大学生（18～25歳）

・新規顧客
・ SNSでの宣伝

公園全体リノベーションで
魅力資源の底上げを図る

「あるこう会」の活用

楢葉町役場と天神岬スポーツ公園

若者ニーズ×「楢葉町」の抱える問題

①しおかぜ荘のリノベ
・魅力資源の認知度の向上
・温泉の価値の向上

②展望の拡大
・「ならでは」の体験創出
・利用用途の幅を拡大

③周辺堂を照明
・新たな公園体験・キャンプ体験

④旧公園跡地の提案
・新たな人流・賑わいの創出
・新たな魅力資源
・自然×特産に関わる機会の創出

年間 8060万円⇒１億1,115.7万円

０２.提案プランにおける問題認識

０３.ソーシャルニーズ

０４.ターゲット

０５.プラン概要

０６.問題の解決策

０７.提案プランの実現計画

０８.提案プランの新規性

０９.実現した際の効果

１０.経済効果

天神岬スポーツ公園
（しおかぜ荘＋キャンプ）

魅力を発信できていない

魅力資源が豊富！
でも

①大学生の需要を第一に考えた
まちづくり

②実現可能性を考慮した運営

『公園全体リノベーション』

天神岬スポーツ公園

×

しおかぜ荘の
リノベーション

展望台の拡大

周辺道路照明 旧公園跡地の
提案

自然 温泉

その町でしか味わえない

体験・空間

需要

1.37倍増
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